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１．当ネットワークの概要

　視覚障害教育情報ネットワークは、当研究所の運
用による、インターネットで、視覚障害教育全般に
ついての教材データ提供および情報提供を行う場で
ある。また、盲学校間など視覚障害関連機関の間で
の情報交換・意見交換の場でもある。そのアドレス
は、  http://www.tenji.ne.jp/  である。
　当ネットワークは、平成４年に「盲学校点字情報
ネットワーク」としてパソコン通信のシステムとし
て開設された後、平成14年５月から、インターネッ
トによるシステムに更新されている。平成15年度か
らは、点字情報を含め、視覚障害教育全般につい
ての情報提供を目指し、現在の「視覚障害教育情報
ネットワーク」に更新された。
　当ネットワークにおける教材データは、全国の
盲学校やボランティアグループが作成した点字、触
図、テキストデータなどの電子データであり、デー
タベースに集積されている。これらのデータは、盲
学校、ボランティアグループなど加入機関のほか、
一部のデータを除いては、一般にも公開しており、
ダウンロードすることが可能である。
　情報提供については、全て一般に公開している。
　また、当研究所が事務局を務める「日本弱視教育
研究会」のページもある。
　なお、当ネットワークについては、３年前にまとめた
ものもあるので、それも参照していただきたい。１）２）

２．平成17年度における変更点

　平成16年度末から17年度にかけて、当ネットワー
クのWebページを見直し、平成17年６月にコンテ
ンツの追加、修正を行った。また、データベースの
使用方法について、一部追加を行った。
　また、加入機関についても拡充を図った。
１）コンテンツの追加・修正

　それ以前のWebページのメニューページと、変
更後のメニューページを図１に示す。
　このように、旧ページのデータベースの部分であ
る「ライブラリ」を「視覚障害教育教材データベー
ス」と名前をあらためたうえ、「視覚障害教育教材・
教具情報」、「視覚障害教育教材の作成」、「視覚障害
教育法」、「視覚障害教育リソース」の各項目を追加
した。また、「お知らせ」については、トップペー
ジに移動し、新たに追加した「What's new」とと
もに掲載している。
　このうち、「視覚障害教育教材の作成」について
は、拡大教材と触覚教材についての情報提供を行う
こととし、特に、当研究所での研究に基づく、「拡
大教科書」についての情報提供と、触図についての
情報提供に関わるコンテンツの充実を図った。
　それらの画面を図２～図５に示す。
　また、弱視関係のコンテンツの充実も目指し、今回、
当研究所が事務局をつとめる日本弱視教育研究会の
ページも追加した。そのトップページを図６に示す。

２）データベースの機能追加
　データベースの使用方法について、視覚障害者が
音声で利用する場合、検索項目および、その下位項
目を、順に読んでいくしかないことが利用者から指
摘された。これに対応するために、検索項目につい
て、ショートカットキーで、ジャンプして使用でき
るように変更を加えた。
　その検索画面を図７に示す。項目の後に加えられ
たカッコ内のＢ、Ｓ、Ｏなどがショートカットキー
である。

３）加入機関の拡充
　これまで、加入機関としては、盲学校を中心とし
てきたが、弱視特殊学級の加入・利用を目指して、
試行的に神奈川県の弱視特殊学級の加入を呼びか
け、県内の、小学校７校、中学校２校、計９校の弱
視学級が当ネットワークに加入した。
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ａ．変更前のメニューページ

ｂ．変更後のメニューページ

図１　メニューページの変更
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図２　拡大教材のページ　１ページ目
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図３　拡大教材のページ　当研究所に関わる情報提供
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図４　拡大教材のページ　拡大写本ボランティアに関する情報提供

図５　触覚教材のページ
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図６　日本弱視教育研究会のページ
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図７　検索ページ（なんでもデータバンク）
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４．データ数と利用状況

１） データ数（点字図書など完成済みのもののみ）
（平成18年２月現在）

　平成18年２月現在の、当ネットワークのデータ
ベースに蓄積されているデータの種類とデータ数を
表１に示す。
　この表で、点字データについて、ないーぶネット
作成となっているのは、視覚障害者一般を対象とし
た点字情報その他の配信ネットワークである同ネッ
トワーク（https://www.naiiv.gr.jp/）から、平成
15年３月まで、提供を受けていた点字データのこと
である。また、「なんでもデータバンク」は、平成
14年５月、当ネットワークがインターネットシステ
ムに更新した際に新しく開設したデータベースであ
り、それ以降は、当ネットワーク加入機関のデータ
は、全て、このデータベースにアップロードされる
ようになっている。
　また、なんでもデータバンクは、点字データを含
めて、他、触図データ、音声データ、テキストデー
タなども集積できるようになっている（図７参照）
が、ここに挙げた音声データは、数は少ないが録
音図書であり、そのなかにはDAISY図書、および
DAISY図書ではないが、その再生機で利用可能な
図書も含まれている。

表１　視覚障害教育情報ネットワークのデータ数
（2006年２月現在）

データの種類 データ数

点字データ（タイトル数）
　ないーぶネット作成
　当ネットワーク加入機関作成
　　なんでもデータバンク以外
　　なんでもデータバンク
 点字データ計
点字以外のデータ
　触図データ（なんでもデータバンク）
　音声データ（なんでもデータバンク）
　その他（なんでもデータバンク）
 合　計

43,758
967
438
529

44,725

762
17
20

45,524

２）利用状況
　平成17年１月から平成17年12月までの、最近１年
間の利用状況について、図８と図９に示す。
　図８のように、当ネットワークのコンテンツの追
加、修正を行った平成17年６月から７月にかけて、
加入機関とゲストの合計の閲覧ページ数は増加して
おり、同12月まで、ほぼ、そのレベルを保持してい
る。その間、加入機関による閲覧ページ数にはあま
り変動はなく、この増加は、ゲストによる閲覧数が
増加したものであると言える。
　図９で、補足すると、なんでもデータバンク以外
の点字データについては、ダウンロードしたタイト
ル数での計算だが、なんでもデータバンクの「ダウ
ンロード件数」については、ファイルを一括してダ
ウンロードしたものも１件と計算されているもので

図８　当ネットワークWebページの閲覧ページ数頻度
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ある。
　なんでもデータバンク以外の点字データについて
は、月間、112タイトル～414タイトルといった、ば
らつきのあるダウンロード頻度を示しているが、こ
の期間で一番多い、平成17年（2005年）７月の414
という数字は、やはり、その前月６月に、当ネット
ワークのWebページのコンテンツの追加、修正を
行った結果かもしれない。なお、この期間の月平均
は、220である。
　なんでもデータバンクのダウンロード件数につ
いて、ゲストを含む件数でみると、これも、15件～
117件とばらつきがある。月平均では、42件である。

ゲストと加入機関の件数を比較すると、月平均で、
ゲストは12件、加入機関は31件となっており、加入
機関の方が２倍ほど多い。
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図９　当ネットワークのデータダウンロード頻度
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